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A.私有林（ⅡB 様式） 

a.伐採前の手続き 

ⅡB 様式を用いて私有林の木材の生産を州政府に申請する土地所有者は、ⅡB 様式によ

る申請書の作成、伐採対象の土地所有権の証明並びに請負業者との木材輸送及び廃材処理

契約の締結を行わなければならない。 

ⅡB 様式による申請書は、林地が所在する地域の営林署長宛に行う。 

土地所有者による土地所有権の証明は、土地所有証明書、地権者確認書又は土地取得代

金領収書により行い、これらの写しを林地が所在する地域の営林署長に送付する。 

土地所有者から土地所有権を証明する書類を受付けた営林署長は、土地所有権の確認を

行う。営林署長は、書類で土地所有権の確認をした後に、土地所有者からのⅡB 様式によ

る申請書を受付け、申請があった林地において目視による木材蓄積量の算定及び境界を示

す石製測量杭の確認を行う。営林署長は現場確認により適正が確認できたときに承認報告

書を作成し、森林局長に報告書を提出する。土地所有者は、営林署長が森林局長に承認報

告書を提出すると伐採が行える。 

 

b.伐採後の手続き 

伐採を終えた土地所有者は、ロイヤリティを支払い、そして伐採した木材の販売又は廃

棄をしなければならない。そのためには、林地が所在する地域の営林署長に対してⅡB 様

式による申請書を提出する。 

土地所有者からの申請を受け付けた営林署長は、伐採地で伐採面積を測定するとともに

ロイヤリティ算定のために伐採した丸太の検量を行い、その結果を報告書にとりまとめて

森林局長に提出する。 

報告書を受領した森林局長は、営林署長が作成した報告書を森林局森林資源経営部に回

付する。 

森林局長から回付された報告書を受領した森林資源経営部は、報告書に記載されている

丸太生産量が伐採面積に応じた量であるかを審査し、推奨事項書を作成して森林局長に提

出する。 

森林局長は、営林署長が土地所有者による伐採が行われる前に作成し森林局長に提出し

た承認報告書及び伐採後の手続きを経て森林資源経営部が森林局長に提出した承認書を審

査し、これらが適正であると判断したときは承認書を森林資源経営部に発行する。 

森林局長から承認書を受領した森林資源経営部は、土地所有者に木材の移動を許可する

ための木材移動許可書を発行するよう営林署の森林監督官又は森林局職員に命じ、森林監

督官又は森林局職員は土地所有者に移動許可書とともに、木材の所有権の移転及び廃棄を

許可する木材除却許可書を発行する。 
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図 4.1.a13 私有林（ⅡB 様式）の木材生産管理手続き 
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資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a13 私有林（ⅡB 様式）の木材生産管理手続き（続き） 
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B.産業用造林（小規模山林所有者からの小径ゴム材を含む産業用造林）の木材生産管理 

a.永久林 

永久林の産業用造林ライセンス所持者には、次に掲げた義務が課される。 

 承認された年間作業計画書に掲げられている伐採区画の人工林材だけが搬出可。 

 人工林材の生産量を材積又は重量により記録し、輸送許可書発行のために営林署長にこ

の記録を提出。 

 伐採ライセンス契約書又は林班立入許可書の携行。 

 森林局に登録されている伐採請負業者の使用。 

 森林局長に四半期別伐採作業報告書を提出。 

 製材工場又は合板工場の加工のために所有を示す刻印を営林署に登録。 

 製材工場の加工のための全ての丸太にシリアルナンバーの刻み込み。 

 森林保護地域を伐採するときは、伐採許可を取得。 

 ライセンス所持者及び指名された請負業者は、環境影響に記載された緩和措置を遵守。 

 

以上のライセンス所持者の義務履行を確認するために、森林局は次の確認作業を行う。 

 

ア．営林署長 

 伐採期間を通じて、全ての人工林丸太が年間作業計画で承認されたエリアから生産さ

ているかを確認する。 

 伐採期間を通じて、ライセンス所持者又は伐採請負業者の伐採ライセンス又は林班立

入許可書の所持を確認する。 

 毎年、伐採請負業者の有効な年間登録証明書の所持を確認する。 

 伐採期間を通じて、保護林内での伐採エリアの有効な占有許可書を確認する。 

 伐採期間を通じて、四半期別伐採状況報告書の作成、森林局長への同報告書の四半期

ごとの提出を確認する。 

 

イ．森林監督官又は森林局職員 

 発行した輸送許可書が丸太に添付されているか確認する。 

 毎月、全ての人工林丸太の材積又は重量を記録している月別生産記録と丸太輸送許可

書の内容の整合性を確認する。 

 製材工場又は合板工場に輸送する前に、全ての人工林丸太のシリアルナンバー及び登

録された刻印の表示を確認する。 
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b.州有林又は私有林 

永久林以外の州有林又は私有林の産業用造林について、森林局及び環境保護局は次のよ

うな確認を行う。 

 

ア．営林署長 

 ライセンス所持者による移動許可書申請時に、全ての人工林丸太へのライセンス所

持者が登録した刻印の表示を無作為抽出検査により確認する。 

 丸太検査及びライセンス所持者による移動許可書申請時に、全ての製材用人工林丸

太にシリアルナンバーが刻まれているか確認する。 

 

イ．森林監督官又は森林局職員 

人工林丸太を輸送する前に「ロイヤリティ免除」の文字が入ったスタンプを押した輸送

許可を発行し、輸送する丸太材積の概数を記録する。 

 

ウ．環境保護局 

 環境条件協定又は緩和措置宣誓書に指標として記載された緩和措置の実行を四半期

ごとにモニタリングを行う。 

 環境条件協定又は緩和措置宣誓書に記載された登録済環境コンサルタントにより提

出された環境法令遵守報告書の実行を四半期ごとにモニタリングするとともに、苦

情があったときは、直ちに現地調査を発令する。 
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表 4.1.a22 永久林産業用造林の木材生産管理確認手続き 

 
資料・監修：サバ州森林局 
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表 4.1.a23 州有林又は私有林の産業用造林の木材生産管理確認手続き 

 
資料・監修：サバ州森林局 
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【証明書及び手続き書類】 

木材生産管理に要する書類は、次の表のとおりである。 

 

表 4.1.a24 木材生産管理に要する書類 

 
資料・監修：サバ州森林局 
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③丸太輸送 

この標準は、ライセンスエリア又は同エリア内のスタンピングポイントを起点として、丸太が工

場又は輸出のための積出港に至るまでの過程における丸太の管理を規定している。 

スタンピングポイントとは、伐採現場又は伐採現場付近の山土場から集めた丸太をライセンスエ

リアから出荷する前に集荷する比較的規模が大きい貯木場をいう。 

この標準は、丸太を生産した森林区分別流通段階別に構成している。 
 

 
注：一部の丸太の流通にディーラーが介在する場合がある。 

図 4.1.a14 サバ州の丸太流通の概要図 
 

A． 産業用造林材以外の丸太 

a. スタンピングポイント又はライセンスエリア 

スタンピングポイントまたライセンスエリアから次項の水面貯木場荷揚地又は工場入口の車

両重量計までの流通過程では、天然林丸太とその他の丸太に管理方法を分けて設定している。 
 

ア. 天然林丸太 

森林監督官又は森林局職員は、ライセンス所持者による全ての丸太に係るロイヤリティを含

む法定課徴金の納付を確認する。 

ライセンス所持者はこの確認作業が終了した後、丸太に登録済企業刻印を打刻する。森林監

督官又は森林局職員は、丸太に打刻された登録済企業刻印を確認した後に、木材除却許可書及

び木材移動許可書をライセンス所持者に発行する。 

ライセンス所持者は、森林監督官又は森林局職員からこれらの許可書を受け取った後に丸太

をライセンスエリア外に出荷できる。 

 

イ. その他の丸太 

森林監督官又は森林局職員は、ライセンス所持者による全ての丸太に係るロイヤリティを含

む法定課徴金の納付を確認し、ライセンス所持者に木材輸送許可書を発行する。 
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ライセンス所持者は、森林監督官又は森林局職員から木材輸送許可書を受領した後に、丸太

に登録済企業刻印を打刻する。天然林材以外の丸太への刻印打刻方法は、天然林材が全量であ

るのに対し、天然林丸太以外の丸太への刻印打刻は無作為に任意の丸太に行うランダムベアで

ある。森林監督官又は森林局職員は、任意の丸太に打刻された登録済企業刻印を確認し、木材

除却許可書を発行する。ライセンス所持者は、森林監督官又は森林局職員からこれらの許可書

を受け取った後に丸太をライセンスエリア外に出荷できる。 

なお、2016 年 12 月からサバ州森林局は、木材合法性システムを経て生産し、流通している木

材に用いる木材移動許可書、木材輸送許可書及び木材除却許可書には「サバ州木材合法性保証

システム準拠」のスタンプを押印し、木材合法性システムを経て生産した木材とそれ以外の木

材との分別を書類上でもより明確、かつ、的確に行えるよう体制を整備している（図 4.1.10 参

照）。 

 

 
資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a15 ライセンスエリアにおける丸太輸送の手続き（産業用造林材以外の丸太） 
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b. 水面貯木場荷揚地又は工場入口の車両重量計 

ライセンスエリアから出荷された丸太は、陸路又は水路を経て工場又は保税地域に到着する。

ただし、これらの丸太は、工場敷地に運び込む前又は保税地域に入る前に森林監督官又は森林

局職員による次の手続きを経なければならない。 

森林監督官又は森林局職員は、天然林丸太にあっては全ての丸太に打刻された、天然林材以

外からの丸太にあっては任意の丸太に打刻された登録済企業刻印及び森林検査済刻印の表示並

びに輸送許可書の添付を確認し、これらが確認できた丸太又は丸太の荷口については、工場敷

地内又は保税地域内への運び込みを許可する。さらに、森林監督官又は森林局職員は、これら

の丸太に係るデータを丸太入荷台帳に記録する。 

 

c. 工場又は積出港 

ア．工場に運び込まれた丸太 

森林監督官又は森林局職員は、工場敷地内に丸太が運び込まれたときに丸太の到着検査を行

う。さらに森林監督官又は森林局職員は、ライセンスエリアから工場まで丸太に添付されてき

た移動許可書を回収し、移動許可書に「使用済」のスタンプを押して移動許可書を「使用済移

動許可書」にするとともに工場敷地に丸太を運び込む前に作成した丸太入荷台帳と当該荷口に

整合性が保たれているか確認する。使用済移動許可書は、森林監督官又は森林局職員が工場に

手交し、工場はこの許可書を出荷者であるライセンス所持者が工場に宛てた丸太納品書とし

て、丸太の入荷実績証明書として保管する。 

 

イ．保税地域に運び込まれた丸太 

森林監督官又は森林局職員は、保税地域に運び込まれた丸太を検査し、移動許可書を回収す

る。木材の輸出を行おうとする企業は、保税地域を担当している営林署に輸出申告書及び必要

な添付書類を提出しているので、森林監督官又は森林局職員はこれらの書類と移動許可書に添

付が義務づけられている荷口の明細である丸太一覧表の内容の整合性を確認し、適正であれば

移動許可書に「使用済」のスタンプを押し、「使用済移動許可書」として各荷口の確認書とす

るとともに写しを輸出業者に送付する。 

  



 

101 

 

 
資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a16 水面貯木場荷揚地又は工場入口の重量計及び工場又は積出港における丸太輸送手続

き（産業用造林材以外の丸太） 
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【証明書及び手続書類】 

産業用造林以外の永久林、州有林及び私有林から生産された丸太の輸送に係る証明書及び手続書

類は、次の表のとおりである。 
 

表 4.1.a25 スタンピングポイント又はライセンスエリア 

 
資料・監修：サバ州森林局 

 

表 4.1.a26 水面貯木場荷揚地又は工場入口の車両重量計 

 
資料・監修：サバ州森林局 

 

表 4.1.a27 工場入荷時 

 
資料・監修：サバ州森林局 

 

表 4.1.a28 積出港 

 
資料・監修：サバ州森林局 
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B． 産業用造林（小規模所有者からのゴム材を含む） 

a. ライセンスエリア 

州有林の産業用造林地及び小規模所有者からのゴム材を含む私有産業用造林地で生産した丸

太の輸送には、営林署長による土地所有権証明書及び木材伐採協定書の確認を要する。 

 

b. 車両重量計（工場入口） 

森林監督官又は森林局職員は、工場の入口に到着した産業用丸太が工場に入る前に入荷前丸

太検査を行い、丸太入荷台帳に丸太の到着と重量換算材積を記録する。 

営林署長はライセンス所持者によるロイヤリティ納付を確認した後にライセンス所持者に領

収書及び最終目的地向け輸送に要する木材移動許可書を発行する。 

なお、産業用丸太の輸送はそれ以外の丸太の輸送とは異なり、ライセンスエリアから出荷し

た丸太を必ず加工工場前に集荷し、その後、加工工場向け又は輸出向けに振り分ける。 

 

 
資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a17 産業用造林丸太の丸太輸送手続き 
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c. 工場又は積出港 

ア. 工場に運び込まれた丸太 

森林監督官又は森林局職員は、工場敷地内に運び込まれた丸太の到着検査を行う。さらに

森林監督官又は森林局職員は、ライセンスエリアから工場まで丸太に添付されてきた移動許

可書を回収し、移動許可書に「使用済」のスタンプを押印して移動許可書を「使用済移動許

可書」とし、丸太入荷確認書として使用する。さらに森林監督官又は森林局職員は、丸太の

到着が丸太入荷台帳に記載されているか確認する。 

 

イ. 保税地域に運び込まれた丸太 

森林監督官又は森林局職員は、保税地域に運び込まれた丸太を検査する。木材の輸出を行

おうとする企業は、保税地域を担当している森林局に輸出申告書及び必要な添付書類を提出

しているので、森林監督官又は森林局職員はこれらの書類と移動許可書に添付が義務づけら

れている荷口の明細である丸太一覧表の内容の整合性を確認し、適正であれば移動許可書に

「使用済」のスタンプを押印して「使用済移動許可書」とし、この書類を各荷口の確認書と

する。その後、森林監督官又は森林局職員は、税関手続きを終えた荷口の移動許可書を回収

する。 

 

C. 丸太輸送に係るその他の共通事項 

 加工工場間で木材（丸太及び製品）を移動するときは、移動許可書の添付が必要である。移

動許可書の有効期間は、輸送距離及び輸送方法により決定し、陸上輸送の場合は１日から３

日までの期間、水上輸送の場合は最長で１週間とする。ただし、営林署長が追加して移動許

可書を発行すれば、有効期間を実質的に延長できる。 

 営林署長が発行する規定時間外許可書の添付がない木材の移動は、午前７時から午後７時ま

での間に限り許可する。 
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資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a18 産業用造林丸太の輸送手続き 
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【証明書及び手続書類】 

小規模所有者からのゴム材を含む州有林及び私有林である産業用造林（永久林、州有林及び私有

林）から生産された丸太の輸送に係る証明書及び手続書類は、次の表の通りである。 

 
表 4.1.a29 産業用造林丸太の輸送に係る証明書及び手続書類 

 
資料・監修：サバ州森林局 
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図 4.1.a19 ロイヤリティ領収書 
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 森林警備隊員が発行した木材除却許可書。荷口の概要が記載されている。この荷口の丸太材積 45.31㎥で、

その詳細は次頁の木材除却一覧表に記載されている。なお、現在、この書類には図 4.1.10のようにサバ州木

材合法性保証システム準拠スタンプが押印されているが、記載数字の木材除却一覧表との整合性を示すため

に、まだ同スタンプの押印がなされていない 2016年当時の書類を掲載した。 

図 4.1.a20 木材除却許可書 

 

写真 4.1.a2 移動許可書を提示するロギングトラック運転手 
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図 4.1.a21 木材除却一覧表 
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サバ州森林局長が、この工場の Sabah TLAS の基準５（工場操業）及び基準６（税関及び貿易）の要求事項の遵守を、第三者機関である Global Forestry 

Service社の評価を確認した上で発行した証明書。工場ライセンス及び貿易ライセンスの番号とともに、証明書の発行日と有効期限（証明書発行から１年

間）を記載している。 

有効期限後もこの工場が操業を継続するためには、有効期限が切れる前に定められた行政手続を踏むとともに再び第三者機関の監査を受けなければな

らない。 

 

図 4.1.a22 法令遵守証明書 
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④労働安全衛生 

A. 雇用者の義務 

雇用者は、労働者の安全及び衛生について、法令により次のような義務が課せら

れている。 
 全ての労働者に係る保険又は負担金の支払い。 

 労働者の安全対策又は身体保護具の使用に係る適切な訓練の実施。 

 職業安全局及び森林局が指定した安全衛生対策措置の履行及びこれらの局の検査の

受入れ。 

 職業安全衛生局又は労働局の要求の受入れ及び各種報告書の遅滞なき提出。 

 労働災害発生時の社会保障機構、職業安全衛生局及び労働局への速やかな報告。 

 社会保障機構に提出する月別負担金納付記録の作成。 

 労働安全衛生訓練記録の作成。 

 低負荷式伐採作業ガイドブックに基づく労働者への保護服及び安全用具の配布。 

 労働者の伐倒方向を制御できる伐採技術の習得。 

 火災、その他災害発生時に労働者の安全を確保する適切な予防策の実施。 

 

なお、低負荷式伐採作業ガイドブックは、各種作業別に保護具の装備義務を定め

ている。その内容は次の表の通りである。 

 

表 4.1.a30 作業種別保護具装着義務 
身体部位 足 下半身 胴体、腕、

足 

胴体 手 頭 目 目／顔 耳 

 

安全具 

作 業 

安

全

靴 

安全 

ズボン 

だぶつきの 

ない服 

蛍光 

ベス

ト 

手袋 
ヘルメ

ット 

ゴー

グル 

バイザ

ー 

防音

用耳

あて 

１．伐採作業 

 手作業 ✔  ✔ ✔ ✔ ✔    

 チェーンソー ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔   ✔ 

 機械作業 ✔  ✔ ✔  ✔   ✔ 

皮むき          

 手作業 ✔   ✔ ✔   ✔  

 機械作業 ✔  ✔ ✔ ✔ ✔ ✔  ✔ 

２．搬出 

 人力 ✔   ✔ ✔ ✔ ✔ ✔  

 投下 ✔   ✔ ✔ ✔   ✔ 

 牛馬 ✔   ✔ ✔ ✔    

３．機械作業 

 スキッダー ✔  ✔ ✔ ✔ ✔   ✔ 

 フォーワダー ✔  ✔ ✔ ✔ ✔   ✔ 

 クレーン ✔  ✔ ✔ ✔ ✔   ✔ 

 ヘリコプター ✔  ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ 

 荷卸し・荷積み ✔  ✔ ✔ ✔ ✔   ✔ 

４．木登り 

 チェーン－あり ✔  ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ 

 チェーン－なし ✔     ✔    

出典：Sabah Forestry Department , “RIL Operation Guide Book –Code of Practice for Forest harvesting in 

Sabah, Malaysia, p51 

  



 

112 

 

B. 職業安全衛生局の検査 

職業安全衛生局5は、事業所に対し伐採作業の安全衛生に係る不定期検査を実施し

ている。職業安全衛生局は、事業所検査により不適合事項が検出されたときは、不適

合の程度に応じて、雇用者に禁止通告書、改善通告書又は警告書を発する。 

職業安全衛生局から禁止通告書、改善通告書又は警告書を受領した雇用者は、改

善措置を策定し実行する。 

職業安全衛生局及び森林局は、雇用者の改善策実行による不適合事項解消を確認

するために追加検査を行う。この追加検査により不適合事項が解消した場合にあっ

ては、雇用者に発出した禁止通告書、改善通告書又は警告書を取消す一方で、依然と

して不適合事項が認められる場合にあっては、職業安全衛生局が再び禁止通告書、

改善通告書又は警告書を発する。 

職業安全衛生局は、雇用者から事故報告書を受領したときは、必要な措置を講ず

る。 

 

 
資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a23 職業安全衛生局検査の手続き 

                                                   
5 Department of Occupational Safety & Health (DOSH) 
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C. 社会保険機構の検査 

社会保険機構6は、雇用者が雇用している全ての従業員に係る保険負担金の支払い

を含め、1969 年従業員社会保障法の遵守を確保する目的で、事業所に対し全ての登

録雇用者に関する定期検査を実施している。社会保障機構は、フォローアップ調査

の実施を含めて、実施した検査の報告書を作成して発行する。 

社会保障機構は、雇用者からの労働者の事故及び職業病に係る報告書を受理する。

社会保障機構が事故報告を受け付けたときは、事故内容に基づいて必要に応じた調

査を実施する。この調査は、事故報告を受け付けてから直ちに実施する。 

社会保障機構は、サービス請負契約により雇用した現地労働者（マレーシア国民

及び永住者）の労働災害に係る社会保障の付保を確保する。労働災害保険制度は、労

働者に雇用時に生じた全ての事故及び職業病について保障する。 

 

D. 労働局の検査 

労働局の事業所検査は、1952 年労働者保険法に基づき雇用した外国人労働者に対

して雇用者に義務づけられた社会保険の付保を確認するために、最低年１回又は苦

情が労働局に寄せられたときに行う。この検査では、怪我をした労働者の存在及び

1952 年労働者保険法の規定により雇用者に義務づけられている保障金の支出を確認

するとともに、労働災害が生じたとき及び怪我をした労働者が存在するときは原因

究明のための取り調べを行う。 

 

E. 森林局の検査 

森林局の検査は、森林局安全担当官が雇用者による労働者への前表に示した適切

な保護具の提供を確認するとともに、森林監督官又は森林局職員は、雇用者による

低負荷式伐採の伐倒方向を定めた伐採作業の履行を確認する。この検査は、不定期

検査として行う。 

  

                                                   
6 Social Security Organization (SOCSO) 
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資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a24 社会保険機構の定期検査及び事故対応手続き  
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【証明書及び手続書類】 

労働者の安全・衛生に係る書類は、次の表の通りである。 

 
表 4.1.a31 労働者の安全・衛生に係る書類 

 
資料・監修：サバ州森林局 
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（３）基準３ 徴税 

この基準は、私有地及び州有林の産業用人工林（SAFODA7）を除く森林の伐採に係るロ

イヤリティ及び伐採に係る各種手数料の徴収手順を定めている。 

伐採を希望するライセンス所持者は、森林局に伐採ライセンスの申請を行うとともに、

森林局に同ライセンス発行手数料その他の必要な手数料を納付する。森林局は、ライセン

ス所持者が提出した伐採ライセンス申請書の内容を審査するとともにライセンス所持者の

手数料納付を確認し、問題がなければ伐採ライセンス及び領収書を発行する。 

ライセンス所持者は、ライセンス所持者が保管している伐採関係手数料の領収書及び登

録済伐採機械一覧表に掲載されている伐採機械を営林署長が確認し、ライセンス取得者が

納付すべき手数用及びロイヤリティの額をロイヤリティ査定用木材計量規則及び割増手数

料、森林回復手数料又は地域森林手数料の額を規定により森林局が算定し、その結果の通

知を受領してから伐採を行う。 

丸太を生産したライセンス所持者は、生産した丸太を移動するために、樹種別伐採量に

応じたロイヤリティ及び地域森林租税を納付し、さらに割増料金及び森林回復手数料が免

除されていないときはこれら手数料をロイヤリティ及び地域森林租税と併せて森林局に納

付する。これらの納付と併せて、ライセンス所持者は丸太の移動に必要な移動許可書発行

手数料を森林局に納付する。 

森林局はロイヤリティ、税金及び手数料の納付を確認した後、移動許可書、木材除却許

可書及び領収書をライセンス所持者に発行する。 

ライセンス所持者は、移動許可書及び木材除却許可書を受領した後、生産した丸太を移

動できる。 

  

                                                   
7 The Sabah Forestry Development Authority 
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資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a25 徴税手続き  



 

118 

 

【証明書及び書類】 

徴税手続きに係る証明書及び書類は、次の表の通りである。 

 
表 4.1.a32 課税手続きに係る証明書及び書類 

 
資料・監修：サバ州森林局 

 

（４）基準４ その他の利用者の権利 

①占有と利用に対する地域の利益と権利 

森林局と持続可能経営林ライセンス協定を締結したライセンス所持者又はライセ

ンスエリアの社会的ベースライン調査を行うために指名されたコンサルタントは、ラ

イセンス発給区域内及びその境界線から２km 以内に存在する集落の人口及び面積の

確定又はそれらの詳細データを取得し、10 年間の森林利用計画を作成するためのライ

センス区域内社会的ベースライン調査を実施する。 

 

②土地利用 

森林局持続可能経林営部は、社会的ベースライン調査の結果が、森林利用計画に含

まれているか確認する。森林局は森林利用計画においてコミュニティーエリアとして

提出されたエリアを確認し承認する。森林局は森林利用計画において地図に示された

エリアの伐採活動体承知からの除外を確認する。 

土地測量局は、土地条例が規定している先住慣習権地における先住民慣習権が申し

立てられた区域について、暫定操業ライセンス及び木材伐採ライセンスを発行する前

にその申し立ての内容を現地調査の実施により確認し、それが正当と認められるとき

は申し立てがある区域を操業ライセンス対象区域から除外する。 
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森林局長は、先住民から次に掲げる箇条書きのいずれかの要求があるときは、先住

民が州有林及び私有林から丸太を伐採するための ILA 様式のライセンスを発行でき

る。さらに、ILA 様式のライセンスによる伐採については、ロイヤリティを免除でき

る。 

 

 先住民の及びその家族の居住用住宅の建設又は修理。 

 先住民が合法的に占有する土地における壁や小屋の建設。 

 先住民のボートの製造又は修理。 

 先住民の漁業用柵及び桟橋の維持。 

 家事用の薪。 

 先住民の村の診療所、学校、公民館、礼拝堂、橋、その他伝統医学に使用する場所を含

む公共利益のための建造物の建設及び維持。 

 

表 4.1.a33 先住民の権利に係る確認手続き 
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【証明書及び手続書類】 

その他の利用者の権利を確保するために要する書類は次の表の通りである。 

 

表 4.1.a34 先住民の権利に係る確認手続き 

 

 

4.1.a.2.2 加工流通部門における運用 

木材合法性保証システムの基準５及び基準６は、加工流通部門に係るものである。 

 

（１）基準５ 工場の操業 

基準５は工場の操業に係る基準である。次の表に示す二つの標準により構成されて

いる。 

 工場ライセンスの発行更新及び書替並びに操業条件 

 労働者の安全衛生 

 

①工場ライセンスの発行更新及び書替並びに操業条件 

サバ州で木材加工工場を操業するためには、森林局が発行した工場ライセンスが必要

である。 

工場ライセンスが必要な木材加工工場は、所在地を管轄する営林署長に 2012 年サバ

州木材産業ライセンスガイドライン第２版8の規定に基く申請書により同ライセンスを

申請する。 

申請書を受領した営林署長は、工場の現地と工場ライセンスの申請手続に係る法令遵

守を確認し、森林局長に調査結果及び推奨事項を報告する。 

森林局長は、営林局長から受領した調査結果及び推奨事項を確認し、ライセンス発行

の可否を判断する。森林局長はライセンス発行を承認したときは、規定の手数料及びラ

                                                   
8 Sabah Forestry Department, “The Licensing Guideline for Wood-based Industry in Sabah (version 2)”, 2012 



 

121 

 

イセンス契約内容（日常の木材入荷及び加工する木材の移動管理、月別工場生産報告書及

び工場ライセンス契約条項）を決定し、承認通知書を発行し、営林署長にこれらを送付

する。森林局長からの承認通知書を受領した営林署長は、工場ライセンス申請者に規定

の手数料及びライセンス契約内容を通知する。 

営林署長から通知を受領した工場ライセンス申請者は、年間工場ライセンス手数料及

びその他手数料を営林局に納付する。 

営林局は、工場ライセンス申請者による年間工場ライセンス手数料及びその他手数料

の納付を確認した後、工場ライセンスを木材加工業者に発行する。工場ライセンス申請

者は、営林署が発行した工場ライセンスを受領した後に工場を稼働できる。 

工場操業中は木材加工工場に月別工場生産報告書及び丸太入荷記録台帳の更新分の

提出を含む工場ライセンス契約条項の遵守が義務づけられる。営林署長は、木材加工工

場に対して、毎月、丸太入荷台帳を含む工場操業を監督するための調査を実施する。 

 

【証明書及び手続書類】 

工場の操業手続きに要する書類は、次の表のとおりである。 

 

表 4.1.a35 工場の操業手続きに要する書類 

 
資料・監修：サバ州森林局 
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資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a26 工場ライセンス発行手続き  
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②労働者の安全衛生 

A． 雇用者の義務 

雇用者には、次の義務が課せられている。 

 

 全労働者に係る保険料又は負担金を支払う。 

 労働者の安全対策や身体保護具装着の適切な訓練を提供する。 

 職業安全衛生局又は森林局が指定する安全対策措置を実施し、これらの局の検査を

受ける。 

 職業安全衛生局又は労働局から報告書の提出を求められたときは、速やかに応ず

る。 

 雇用に係る事故が生じたときは、社会保障機構、職業安全衛生局及び労働局に速や

かに報告する。 

 社会保障機構に納付する負担金の台帳を毎月作成する。 

 安全衛生に係る労働者訓練記録を作成し、実施した訓練の内容、参加者、認証の有

無などを記載する。 

 

B． 職業安全衛生局の確認手続き 

職業安全衛生局は 15 か月ごとに工場の検査を実施し、雇用者に検査報告書を

提供する。同局がこの検査で違反事項が検出されたときは、違反の程度により、

警告書、改善通告書又は禁止通告を雇用者に通告する。違反の通告を受けた雇

用者は、改善措置を講ずる。同局はこの改善措置の履行による違反事項の解消

を追加検査により確認し、違反事項が解消したと認められるときは、通告を取

り消す。 

 

C． 社会保障機構の確認手続き 

雇用者が州政府に登録した全ての従業員に係る保険負担金の支払いを定める

1969 年従業員保障法の要求事項の遵守を確保するために、定期検査を実施する。 

工場において事故が発生したときは、その事故内容に応じて直ちに調査を実

施する。 

サービス請負契約により雇用しているマレーシア国民及び永住者への社会保

障の付保を確保する。すなわち同機構は、労働災害保険制度により、雇用期間中

の事故及び職業病の全てを保障する。社会保障機構は、従業員の雇用時におけ

る事故及び職業病について、雇用者からの報告を受理する。 

社会保障機構は、雇用者からの事故報告を受けた後に 1969年従業員保障法が

規定している必要な対応の要件の一つである調査を必ず行う。 
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D． 労働局の確認手続き 

労働局は、1952 年労働者保障法に基づき雇用者が雇用した外国人労働者に対し必

ず付保するように指導・監督する。同局は、労働災害又は事故の原因を究明し、怪

我をした労働者の有無、1952 年労働者保障法により支払われるべき保証金の支払い

状況などの取り調べを行う。 

 

（２）基準６ 貿易及び通関 

基準６の構成は次の表のとおりである。 

 

表 4.1.a36 基準６の構成 
標   準 区  分 

①輸出規制 A.年間輸出ライセンスの発行 

B.輸出手続き 

②輸入規制 

③輸入した丸太、製材品及び単板の輸送 

④サラワク州産材の取扱い 

 

① 輸出規制 

A． 年間輸出ライセンスの発行 

木材及び木材製品を輸出するためには、年間輸出ライセンスが必要である。木

材及び木材製品を輸出しようとする企業又は個人は、輸出業務実施企業として森

林局の登録を受けた後に、森林局長が発行する年間輸出ライセンスを営林署に申

請する。 

年間輸出ライセンスの申請を受けた営林署長は、申請者の企業登録及び有効な

商取引ライセンスの所持を確認し、年間輸出ライセンス手数料を申請者に通知す

る。森林局はこの手数料の納付を確認し、森林局長は年間輸出ライセンスを発行

する。 

なお、かつては、サバ州から木材を輸出するために、森林局が発行する輸出ラ

イセンスと MTIB（マレーシア木材産業庁）が発行する輸出ライセンスが必要で

あったが、2017年６月からMTIB輸出ライセンスが廃止された。サバ州森林局は、

MTIB の輸出ライセンス廃止に伴い、木材取引の混乱を回避するために「輸出ラ

イセンス有効期限証明書」を発行して企業が所持していた MTIB ライセンスと現

在有効な森林局の輸出ライセンスとの整合性を確保している（図 4.1.9 参照）。 
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資料・監修：サバ州森林局 

図 4.1.a27 輸出規制 
 

  




